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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中央に前後方向に開口した開口部を有するベース部材と遊技の展開状態に応じた画像を
画面に表示する画像表示装置とを備え、外部電源を用いて所定の作動を行うように構成さ
れた遊技機において、
　前記ベース部材に設けられ、前記開口部を通して前記画面を露出させるように前記開口
部に対向位置させるとともに前記開口部に対して前後移動可能に前記画像表示装置を支持
する移動装置と、
　前記画像表示装置をロック保持して前記画像表示装置の前後移動を規制するロック位置
と前記規制を解除するロック解除位置との間で移動自在に設けられたロック部材を有する
ロック機構とを備え、
　前記ロック機構は、前記遊技機の電源が遮断されたときは前記ロック部材を前記ロック
位置に移動し、前記遊技機の電源が投入されているときには前記ロック部材を前記ロック
解除位置に移動し、
　前記ロック機構には、非通電状態で前記ロック部材を前記ロック位置に移動し、且つ、
通電状態で前記ロック部材を前記ロック解除位置に移動するように作動するアクチュエー
タが備えられ、
　前記アクチュエータによる前記ロック部材の動作に基づいて、前記画像表示装置の前面
側において進退動する可動部材を更に備えて構成されることを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ機等の遊技機に関し、詳しくは、遊技展開に応じた画像を表示させ
る液晶表示装置等の画像表示装置を備えた遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　上記のような遊技機の代表例であるパチンコ機には、前面に遊技領域を形成する遊技盤
を立設姿勢で収容保持した前枠に、前背面に遊技球の処理経路を一体に設けるとともに、
背面に各種制御基板が取り付けられる裏セット盤を背面から取り付けて構成され、発射装
置により遊技領域上部に導いた遊技球を落下させる過程で遊技領域内に設けた入賞装置に
入賞させる遊技を行うように構成されている。遊技盤における遊技領域内には、多数の遊
技釘、入賞装置等が取り付けられるとともに、略中央部にセンター飾りが取り付けられて
おり、このセンター飾りに形成した開口部内に遊技展開に応じた図柄等を表示させて遊技
性を高めるための画像表示装置がその表示画面を前面に臨ませて配設されている。
【０００３】
　ところで、上記のような画像表示装置では、抽選対象となる図柄の変化状態や、遊技に
関する内容を示す動画などの演出表示は２次元（平面的）表示が主体であるために、立体
感に乏しく視覚的な印象が単純であることは否めない。そのため、このような画像表示装
置において表示画面の大画面化により演出効果を向上させるだけではなく、立体感により
遊技者に強いインパクトを提供することが望まれている。
【０００４】
　そこで、センター飾りに画像表示装置を前後方向に往復移動可能にする駆動機構を配設
し、画像表示装置を表示画面に表示される演出表示内容に合わせて前後移動させることに
より、表示画面に対し立体感のある印象を遊技者に付与することで、視覚的な遊技演出の
効果を向上させるようにしたパチンコ機が知られている（例えば、特許文献１を参照）。
【特許文献１】特開２００６－１８０９４１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　近年、液晶表示装置（液晶表示パネル）の低コスト化が進み、上記のような画像表示装
置としても省スペース化や省電力化等のため、ＣＲＴ表示装置等に代わって液晶表示装置
が広く用いられるようになっている。これに対して、液晶表示装置は外力の印加による衝
撃等によって非常に壊れやすいという側面を有している。このため、液晶表示装置を上記
のように前後移動可能に構成した場合、パチンコ機を製造元の生産工場から遊技施設にま
で搬送する際や、パチンコ機を遊技施設の遊技島に設置する際に、パチンコ機の姿勢の変
動等により液晶表示装置が自重で前後に動いてしまうおそれがあり、液晶表示装置がガタ
ツキによる衝撃等を受けて故障を引き起こしやすいという問題がある。なお、これに対し
て、液晶表示装置を固定するため、従来から行われているような可動物の固定方法、例え
ば、固定テープ（粘着テープ等）で貼り付けたり、磁石を用いて固定した場合には、液晶
画面を傷付けるおそれや、その磁気の影響により液晶表示の歪みや乱れを引き起こす原因
となるため、結果的に液晶表示装置の故障を誘発することにもなりかねない。
【０００６】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたものであり、搬送時などにおいて前後移動
可能に構成された画像表示装置のガタツキによる故障発生を防止することができる遊技機
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　このような目的達成のために、本発明に係る遊技機（例えば、実施形態におけるパチン
コ機ＰＭ）は、中央に前後方向に開口した開口部を有するベース部材（例えば、実施形態
におけるセンター飾り５０）と遊技の展開状態に応じた画像を画面に表示する画像表示装
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置（例えば、実施形態における液晶表示装置６０）とを備え、外部電源を用いて所定の作
動を行うように構成された遊技機において、ベース部材に設けられ開口部を通して画面を
露出させるように開口部に対向位置させるとともに開口部に対して前後移動可能に画像表
示装置を支持する移動装置（例えば、実施形態における液晶駆動機構７０）と、画像表示
装置をロック保持して画像表示装置の前後移動を規制するロック位置と規制を解除するロ
ック解除位置との間で移動自在に設けられたロック部材（例えば、実施形態におけるロッ
クピン１３４）を有するロック機構とを備え、ロック機構は、遊技機の電源が遮断された
ときはロック部材をロック位置に移動し、遊技機の電源が投入されているときにはロック
部材をロック解除位置に移動し、ロック機構には、非通電状態でロック部材をロック位置
に移動し、且つ、通電状態でロック部材をロック解除位置に移動するように作動するアク
チュエータ（例えば、実施形態におけるソレノイド１３１）が備えられ、アクチュエータ
によるロック部材の動作に基づいて画像表示装置の前面側において進退動する可動部材（
例えば、実施形態における立体構造物１０１）を更に備えて構成される。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係る遊技機によれば、前後移動可能に構成される画像表示装置を係脱自在にロ
ック保持することができるため、当該遊技機の姿勢変動時における画像表示装置のガタツ
キを防止することができる。より具体的には、遊技機が生産工場から遊技施設にまで搬送
されて遊技島に設置されるまでの遊技機の電源が遮断されている間は、ロック機構により
画像表示装置がロック保持されるため、搬送などの際に遊技機の姿勢が大きく変動するよ
うなことがあっても、画像表示装置が自重等で大きく動いてしまうことがなく、画像表示
装置がガタツキによる衝撃を受けて損傷を受けるような事態が防止される。一方、遊技機
が遊技島に設置され電源が投入されることで遊技者による遊技に供されているときには、
ロック機構による画像表示装置のロック保持が解除されるため、画像表示装置を移動装置
の作動により前後移動可能な状態にすることができ、所望の遊技演出を行うことが可能に
なる。
【００１０】
　また、ロック機構のアクチュエータの作動により可動部材を進退動させる構成とするこ
とで、画像表示装置をロック保持するためのロック機構が、可動部材を進退動させるため
の駆動機構として機能する効果も有することで、可動部材の駆動機構を別途設ける必要が
なくなり、遊技機における軽量化および省スペース化を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の好ましい実施形態について図面を参照しながら説明する。本発明を適用
した遊技機の代表例としてパチンコ機ＰＭの正面図および背面図を図１および図２に示す
とともに、このパチンコ機ＰＭに装着される遊技盤１０の正面図を図３に示しており、ま
ず、これらの図面を参照しながらパチンコ機ＰＭの全体構成について概要説明する。
【００１２】
　パチンコ機ＰＭは、外郭方形枠サイズに構成されて縦向きの固定保持枠をなす外枠１の
開口前面に、これに合わせた方形枠サイズに構成されて開閉搭載用の前枠２が互いの正面
左側上下に設けられたヒンジ機構３ａ，３ｂを利用して前方に横開き開閉および着脱が可
能に取り付けられ、正面右側に設けられたダブル錠と称される施錠装置４を利用して常に
は外枠１と係合連結された閉鎖状態に保持される。
【００１３】
　前枠２の前面側上部には、前枠２の上部前面域に合わせた方形状のガラス扉５が正面左
側に設けられた上下一対の扉ヒンジ機構を利用して前方に横開き開閉および着脱可能に組
付けられ、施錠装置４により前枠２の前面上部を覆う閉鎖状態に保持される。ガラス扉５
の中央部には遊技盤１０の遊技領域ＰＡに合わせた略円形の開口部が形成され、その背面
側に所定間隔をおいて前後二枚の透明なガラス板からなるガラスアッセンブリ５ａが装着
保持されている。
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【００１４】
　ガラス扉５の背後に位置する前枠２の上部には、方形枠状の収容枠（図示せず）が前枠
２と一体に設けられており、この収容枠に遊技盤１０が着脱可能にセット保持され、常に
は閉鎖保持されるガラス扉５のガラスアッセンブリ５ａを通して遊技盤１０の遊技領域Ｐ
Ａなどを遊技者に臨ませるようになっている。
【００１５】
　遊技盤１０は、板厚１９ｍｍ程度の積層合板を図示する所定形状に切断およびルータ加
工して、その表面に所定意匠のセルを貼り付けた遊技板（ベニヤないし化粧板とも称され
る）１１を基板として構成されており、遊技板１１の略中央部には遊技板１１を表裏貫通
する開口部１２が形成されている。また、この遊技板１１の前面側に内外の案内レール１
３が円弧状に固設され、案内レール１３で囲まれた内側に上述の遊技領域ＰＡが区画され
ている。
【００１６】
　遊技盤１０の遊技領域ＰＡには、多数本の遊技釘１４とともに、後に詳述するセンター
飾り５０、ランプ風車や一般風車等の風車１５、一般入賞具や始動入賞具並びに大入賞口
を備えたアタッカー等の入賞装置１６などが取り付けられ、遊技領域ＰＡの下端部には各
入賞装置１６に落入することなく落下した遊技球を遊技板１１の背面側に排出するアウト
口１７が形成されている。
【００１７】
　前枠２の前面におけるガラス扉５の下側には、遊技球を貯留する上球皿６が取り付けら
れており、この上球皿６の下側には下球皿７および発射ハンドル８が取り付けられている
。また、上球皿６に前面側が覆われた前枠２の下部領域には遊技補助盤（図示せず）と称
される補助機構部が形成されており、この遊技補助盤には、遊技盤１０の遊技領域ＰＡ内
に遊技球を発射する遊技球発射装置（図示せず）が設けられている。
【００１８】
　前枠２の背面側には、図２に示すように、中央に前後連通する窓口を有して前枠２より
もやや小型の方形枠状に形成された裏セット盤３０が、前枠２の背面側に設けられた複数
のレバーＬ，Ｌ…を利用して着脱可能にセット保持される。裏セット盤３０の各部には、
遊技球を貯留する球貯留タンク３１、球貯留タンク３１から供給された遊技球を流下させ
る過程で前後２列に整列させるタンクレール３２、所定数量の遊技球を整列状態で待機さ
せる待機通路３３、遊技盤１０における入賞状態等に基づいて遊技球を払い出す球払出装
置３４、球払出装置３４から払い出された遊技球を上球皿６に導く球払出通路３５などの
遊技球の処理機構が設けられている。また、裏セット盤３０には、電子部品等に電力を供
給する電源ユニット３６、パチンコ機ＰＭの作動を統括的に制御する主制御基板３７、画
像表示、効果音等の演出、効果ランプ等の表示制御を行うサブ制御基板３８などが装備さ
れており、これらが図示省略するコネクタケーブルで接続され、パチンコ機ＰＭが作動可
能に構成される。
【００１９】
　パチンコ機ＰＭは、前枠２やガラス扉５等が閉鎖された状態で遊技に供され、上球皿６
に遊技球を貯留させて発射ハンドル８を回動操作することにより遊技が開始される。発射
ハンドル８が回動操作されると、上球皿６に貯留された遊技球は、上球皿６の背面側に位
置する遊技球発射装置により１球ずつ遊技盤１０の遊技領域ＰＡに打ち出され、以降、パ
チンコゲームが展開される。
【００２０】
　さて、このように概要構成されるパチンコ機ＰＭにあって、以下、センター飾り５０の
構成について図４～図１０の各図を参照しながら説明する。ここで、図４は遊技盤１０の
分解斜視図、図５はセンター飾り５０の斜視図、図６はセンター飾り５０の背面図、図７
は液晶表示装置の斜視図、図８は液晶表示装置の装着前におけるセンター飾り５０の斜視
図、図９はセンター飾り５０の上部フレーム側の斜視図、図１０は図９における矢視Ｄか
ら見た底面図である。なお、以降の説明においては、図４および図５の状態を基準にして
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前後左右、および、上下を定義する。
【００２１】
　センター飾り５０は、収容ケース４０内に受容された状態で遊技板１１の背面側に取り
付けられている。この収容ケース４０は、前面側にセンター飾り５０の外郭形状に合わせ
た受容開口を有して略矩形箱状に形成されている。収容ケース４０の前面側には、前方に
突出する複数個の取付突起部４１（図５を参照）が形成されており、この取付突起部４１
がネジ締結等により遊技板１１の背面側に対応位置して形成されたケース取付部（図示し
ない）に取り付けられることで、センター飾り５０が遊技板１１の背面部に固定される。
センター飾り５０が遊技板１１に固定されると、遊技板１１の略中央部に形成された開口
部１２を介して、遊技者が遊技盤１０の前面側からこのセンター飾り５０の前面側を目視
可能になっている。
【００２２】
　センター飾り５０は、図５に示すように、各機構の取り付けベースとなるフレーム本体
５１と、このフレーム本体５１の略中央に位置する開口部５６から画面（画像表示画面）
６３を露出させて画像を表示する正面視略矩形状の横長型の液晶表示装置６０と、液晶表
示装置６０を前後方向に移動可能に支持する液晶駆動機構７０（図６参照）と、開口部５
６の左側部に配置された第１可動演出装置８０と、開口部５６の右側部に配置された第２
可動演出装置９０と、開口部５６の上縁部に配置された第３可動演出装置１００と、開口
部５６の下縁部に配置された第４および第５可動演出装置１１０，１２０とを主体に構成
される。なお、可動演出装置８０，９０，１００，１１０，１２０は、その外観および動
作の態様によって液晶表示装置６０とともに遊技の演出に供する装置である。
【００２３】
　フレーム本体５１は、液晶駆動機構７０や可動演出装置８０，９０，１００等が取り付
けられる上部フレーム５１Ｕと、可動演出装置１１０，１２０等が取り付けられる下部フ
レーム５１Ｌとから構成されており、上部フレーム５１Ｕと下部フレーム５１Ｌとの間に
液晶表示装置６０が液晶駆動機構７０の作動により前後移動可能なスペース、すなわち上
記の開口部５６が区画される。また、フレーム本体５１の前面側には、その上部に左右に
延びる略板形状の上部装飾板５２、左方部に上下に延びる略板形状の左部装飾板５３、お
よび右方部に上下に延びる略板形状の右部装飾板５４などが設けられており、これら装飾
板５２，５３，５４の表面には凹凸した岩石形状が形成されている。
【００２４】
　液晶表示装置（画像表示装置）６０は、その画面６３に、不図示の特別図柄表示装置と
連動して（すなわち、遊技の展開に応じて）変動表示する装飾図柄や、この装飾図柄の背
景となる背景画像、大当たり当選の期待感を遊技者に与えるようにするためのキャラクタ
画像等の付随画像などを表示する。液晶表示装置６０に表示される装飾図柄は、抽選の結
果表示を視覚的に演出するための図柄であり、例えば、スロットマシンの図柄表示を模し
た複数列の変動図柄として画面６３の中央領域に表示される。
【００２５】
　液晶表示装置６０は、図７に示すように、矩形枠形状のケース部材６１と、このケース
部材６１内に収容され画面６３に画像を液晶表示する液晶表示パネル６２と、ケース部材
６１内において液晶表示パネル６２の前面側で画面６３に密着するとともに画面６３の全
体を覆う透明な平板状の保護パネル６４とを備えて構成される。なお、液晶表示パネル６
２の背面側には、図示省略するが、液晶表示パネル６２を照明するバックライトや、この
バックライトの電源装置であるインバータ基板、液晶表示パネル６２を駆動するためのド
ライバ回路基板などが設けられている。
【００２６】
　ケース部材６１は、その前面側に液晶表示パネル６２の画面６３を露出させる正面視略
矩形状の開口部６５を有しており、この開口部６５の周囲を囲むようにして前面側に装飾
枠６６が貼り付けられている。また、ケース部材６１の上面部には上方に突出して略円筒
状に形成された左右一対の上部ピン６７，６７が設けられるとともに、その下面部には下



(6) JP 5077890 B2 2012.11.21

10

20

30

40

50

方に突出して略円筒状に形成された左右一対の下部ピン６８，６８が設けられている。
【００２７】
　液晶表示パネル６２は、ケース部材６１の開口部６５の開口面域に合わせてこれよりも
幾分大きめな表示領域を有するカラー液晶表示パネルが用いられる。保護パネル６４は、
アクリル樹脂等を材質とする透明板を画面６３の大きさに合わせて所定の形状に形成した
ものである。
【００２８】
　液晶駆動機構７０は、例えばステッピングモータ等の駆動モータ７１と、駆動モータ７
１の出力軸に接続されて回転し駆動モータ７１の回転動力を伝達する回転作動部材７２と
、回転作動部材７２に回動可能に接続されたリンク部材７４と、上部フレーム５１Ｕに固
設され上面側に前後方向に延びる案内部７７が形成された案内レール部材７６と、リンク
部材７４に接続され案内レール部材７６の案内部７７に沿って前後方向に摺動自在な被ガ
イド部材７９とが、上部フレーム５１Ｕに左右一対にそれぞれ設けられることで構成され
ている。なお、液晶駆動機構７０は、このようにほぼ左右対称に構成されているので、左
側の駆動機構についてその構成を説明し、右側の駆動機構についての説明は省略する（重
複説明を省略する）。
【００２９】
　駆動モータ７１は、ネジ締結等によって上部フレーム５１Ｕに固設されており、正逆両
方向の回転駆動をすることができるように構成されている。回転作動部材７２は、円盤状
の形状を有し、その中心部が駆動モータ７１の出力軸に嵌挿固定されており、駆動モータ
７１の回転駆動によって回動するようになっている。また、回転作動部材７２はその裏面
側（下面側）に下方に突出する円柱状の突起部７３を有しており、この突起部７３が回転
作動部材７２のほぼ直下位置に配設されたリンク部材７４の係合孔７５に挿入（係合）さ
れることで、回転作動部材７２とリンク部材７４とが連結されている。
【００３０】
　リンク部材７４は、細長い板状の形状を有しており、その中間部に長手方向に延びる係
合孔（長孔）７５が形成されている。リンク部材７４は、その基端部が上下方向に延びた
垂直支軸Ｐ１によって上部フレーム５１Ｕに軸支されており、この垂直支軸Ｐ１周りに回
動自在に構成されている。そして、リンク部材７４の係合孔７５に回転作動部材７２の突
起部７３が摺動自在に嵌挿されることによって、リンク部材７４が回転作動部材７２の突
起部７３を介して駆動モータ７１の回転駆動を受けて垂直支軸Ｐ１周りに回動するように
なっている。
【００３１】
　案内レール部材７６は、前後方向に延びる略板状に形成され、上部フレーム５１Ｕの左
右の端部に設けられている。案内レール部材７６は、その表面部（上面部）に上方に突出
するとともに前後方向に延びる略板状の案内部７７を左右に一対有しており、その左右方
向の中間部にはこれら左右一対の案内部７７に挟まれるようにして前後方向に延びるガイ
ド孔（長孔）７８が形成されている。
【００３２】
　リンク部材７４の先端部（基端部と反対側の端部）には、上下方向に延びた枢結ピン７
４ａによって被ガイド部材７９が前後方向に揺動自在に枢結されている。この被ガイド部
材７９は、平面視矩形状に形成され、その裏面部（下面部）には前後方向に延びる左右一
対の係合溝７９ａを有しており、これら左右一対の係合溝７９ａの間には上下方向に貫通
する挿通孔７９ｂが形成されている。そして、この被ガイド部材７９の係合溝７９ａに案
内レール部材７６の案内部７７が嵌挿されることにより、被ガイド部材７９が案内部７７
に沿って（前後方向以外の移動を規制しつつ）前後方向に移動可能（摺動可能）になって
いる。
【００３３】
　このような液晶駆動機構７０における左側の駆動機構においては、回転作動部材７２の
突起部７３を前方に移動させるように駆動モータ７１を回転駆動することにより、この突
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起部７３がリンク部材７４の係合孔７５の内側部に当接してリンク部材７４を前方に押動
し、底面視においてリンク部材７４を垂直支軸Ｐ１を中心に反時計回りに回動させること
で、左側の被ガイド部材７９が案内レール部材７６の案内部７７に沿って前方に移動する
。反対に、回転作動部材７２の突起部７３を後方に移動させるように駆動モータ７１を回
転駆動することにより、この突起部７３がリンク部材７４の係合孔７５の内側部に当接し
てリンク部材７４を後方に押動し、底面視においてリンク部材７４を垂直支軸Ｐ１を中心
に時計回りに回動させることで、左側の被ガイド部材７９が案内レール部材７６の案内部
７７に沿って後方に移動するようになっている。
【００３４】
　このように構成される液晶駆動機構７０において、左右の被ガイド部材７９，７９が左
右に位置対応する案内レール部材７６，７６にそれぞれ摺動自在に連結された状態で、液
晶表示装置６０におけるケース部材６１の上面部に形成された左右一対の上部ピン６７，
６７を、案内レール部材７６，７６のガイド孔７８，７８と被ガイド部材７９，７９の挿
通孔７９ｂとにそれぞれ嵌挿させることによって、液晶表示装置６０がほぼ垂直に立設し
た状態で液晶駆動機構７０に取り付けられる。
【００３５】
　また、液晶駆動機構７０は、液晶表示装置６０の前後移動に伴う倒れ防止のために、ケ
ース部材６１における上部ピン６７と下部ピン６８とを連結支持する左右一対の連結機構
８６（図６を参照）を有している。連結機構８６は、上部フレーム５１Ｕに回動自在に軸
支されて上下方向に延びたロッド状の回動支軸８７と、一端部が回動支軸８７の上端部に
嵌着固定され他端部がケース部材６１における上部ピン６７に回動自在に支持された上ア
ーム部材８８と、一端部が回動支軸８７の下端部に嵌着固定され他端部がケース部材６１
における下部ピン６８に回動自在に支持された下アーム部材８９とを備えて構成されてお
り、この連結機構８６を介して上部ピン６７への前後の押動力を下部ピン６８にも伝達す
ることにより、液晶駆動機構７０による前後移動に伴って液晶表示装置６０をほぼ垂直姿
勢で前後移動するようにしている。
【００３６】
　そして、液晶表示装置６０が液晶駆動機構７０に取り付けられて、液晶駆動機構７０を
作動（駆動モータ７１を回転駆動）させると、液晶表示装置６０全体が前後方向に往復移
動したり、回動したりすることになる。例えば、左右の被ガイド部材７９，７９を同時に
後方向に移動させるように駆動モータ７１，７１を回転駆動することで液晶表示装置６０
全体が後方向に移動し、左右の被ガイド部材７９，７９を同時に前方向に移動させるよう
に駆動モータ７１，７１を回転駆動することで液晶表示装置６０全体が前方向に移動する
ようになっており、これらの前進および後退移動の動作を連続的に行うことで液晶表示装
置６０全体を前後方向に往復移動させることができる。また、左右の被ガイド部材７９，
７９のうち、一方の被ガイド部材７９のみを前後方向に移動させるように駆動モータ７１
を回転駆動することにより、他方の被ガイド部材７９に嵌挿支持された上部ピン６７の中
心軸を回転軸として液晶表示装置６０を回動させることができる。
【００３７】
　このように液晶駆動機構７０を作動させ液晶表示装置６０を前後方向に移動させること
ができるため、液晶表示装置６０の画面６３に対しての奥行き感や突出感が向上し、立体
感のあるインパクトの強い演出が可能になる。
【００３８】
　なお、液晶駆動機構７０には液晶表示装置６０の前後移動における初期位置（前後移動
の動作の起点となる前端位置）を検出するための、投光素子および受光素子からなるフォ
トセンサ１５５（図１６を参照）が配設されている。
【００３９】
　引き続き、液晶表示装置の周囲に隣接して設けられる可動演出装置８０，９０，１００
，１１０，１２０について、図１１～図１３を追加参照して説明する。ここで、図１１は
、第１可動演出装置８０の正面図、図１２は第２可動演出装置９０の正面図、図１３は第
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４および第５可動演出装置１１０，１２０の正面図である。
【００４０】
　第１可動演出装置８０は、透明なプラスチック材料を用いて表面が凹凸した火炎形状や
星形状等に形成された立体構造物８１と、立体構造物８１の底面部における左側端部から
下方に突出して一体形成されたピン状の回転支軸８２と、回転支軸８２に嵌着固定された
従動ギア８３と、従動ギア８３に噛合可能な駆動ギア８４が出力軸に嵌着固定された駆動
源である駆動モータ８５とを備えて構成される。これにより、駆動モータ８５を回転駆動
し駆動ギヤ８４を回動させて、これに噛み合わされた従動ギア８３が回転支軸８２ととも
に回動することにより、立体構造物８１を回転支軸８２を中心に回動させることができる
。なお、駆動モータ８５は回動角度が制御可能なモータとして、例えばステッピングモー
タなどで構成される。
【００４１】
　また、第１可動演出装置８０は、図８に示すように、それぞれ複数の発光ダイオード（
ＬＥＤ）を実装した発光素子基板１５１ａ，１５１ｂ，１５１ｃからの光を立体構造物８
１（透明プラスチック体）などを通して遊技盤１０の前面側へと照射するＬＥＤ照明部１
５１を備えている。なお、立体構造物８１は、発光素子基板からの出射光を光拡散可能な
透明なレンズ部材を用いて構成してもよい。
【００４２】
　第２可動演出装置９０は、透明なプラスチック材料を用いて表面が凹凸した火炎形状や
星形状等に形成された立体構造物９１と、立体構造物９１の底面部における左側端部から
下方に突出して一体形成されたピン状の回転支軸９２と、回転支軸９２に嵌着固定された
従動ギア９３と、従動ギア９３に噛合可能な駆動ギア９４が出力軸に嵌着固定された駆動
源である駆動モータ９５とを備えて構成される。これにより、駆動モータ９５を回転駆動
し駆動ギア９４を回動させて、これに噛み合わされた従動ギア９３が回転支軸９２ととも
に回動することにより、立体構造物９１を回転支軸９２を中心に回動させることができる
。なお、駆動モータ９５は回動角度が制御可能なモータとして、例えばステッピングモー
タなどで構成される。
【００４３】
　また、第２可動演出装置９０は、図８に示すように、それぞれ複数の発光ダイオード（
ＬＥＤ）を実装した発光素子基板１５２ａ，１５２ｂからの光を立体構造物９１（透明プ
ラスチック体）などを通して遊技盤１０の前面側へと照射するＬＥＤ照明部１５２を備え
ている。なお、立体構造物９１は、発光素子基板からの出射光を光拡散可能な透明なレン
ズ部材を用いて構成してもよい。
【００４４】
　第３可動演出装置１００は、アクリル樹脂等の透明材料等を用いて略矩形板状に形成さ
れた立体構造物（電飾看板）１０１（図５を参照）と、上部フレーム５１Ｕの左右略中央
に設けられ伸縮動自在なプランジャ１３２を有するソレノイド１３１（図６を参照）とを
備え、後で詳述するが、ソレノイド１３１におけるプランジャ１３２を伸縮動させること
によって立体構造物（電飾看板）１０１を上下方向に揺動（開口部５６へ進退動）可能に
構成されている。なお、立体構造物（電飾看板）１０１は、その内部に複数の発光ダイオ
ード（ＬＥＤ）を実装した発光素子基板（図示しない）を有しており、発光素子基板が発
光状態となると発光素子基板からの出射光が遊技盤１０の前面側へと照射するようになっ
ている。
【００４５】
　第４可動演出装置１１０は、図１３に示すように、透明なプラスチック材料を用いて火
炎形状に形成された立体構造物１１１と、正逆の両方向に回転駆動可能な駆動モータ１１
３（図５を参照）と、基端部が駆動モータ１１３の出力軸１１４に嵌挿固定された細長い
板状の回動アーム部材１１５とが、下部フレーム５１Ｌに左右一対にそれぞれ設けられる
ことで構成されている。なお、第４可動演出装置１１０は、このようにほぼ左右対称に構
成されているので、左側の構成についてのみ説明し、右側の構成についての説明は省略す
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る（重複説明を省略する）。
【００４６】
　立体構造物１１１は、前後方向に延びる水平支軸Ｐ２を介して下部フレーム５１Ｌの前
面側に回動自在に支持されており、その下端部には回動アーム部材１１５との連結部であ
る連結孔１１６が表裏貫通して正面視で略矩形状に形成されている。回動アーム部材１１
５の先端部（基端部と反対側の端部）には、前方に突出した円筒状の係合ピン１１７が一
体形成されており、この係合ピン１１７が立体構造物１１１の連結孔１１６に摺動自在に
嵌挿され、立体構造物１１１と回動アーム部材１１５とが連結されている。
【００４７】
　第４可動演出装置１１０では、駆動モータ１１３による回転駆動に連動して回動アーム
部材１１５を回動させ、この回動アーム部材１１５の回動に伴って回動アーム部材１１５
の係合ピン１１７が連通孔１１６に当接した状態で立体構造物１１１を上下方向に押動す
ることにより、立体構造物１１１が水平支軸Ｐ２を中心にそれぞれ回動できるようになっ
ている。なお、駆動モータ１１３は回動角度が制御可能なモータとして、例えばステッピ
ングモータなどで構成される。
【００４８】
　第５可動演出装置１２０は、透明なプラスチック材料を用いて星形状に形成された立体
構造物１２１と、下部フレーム５１Ｌの左右略中央に設けられ伸縮動自在なプランジャ１
４２を有するソレノイド１４１とを備え、後で詳述するが、ソレノイド１４１におけるプ
ランジャ１４２を伸縮動させることによって立体構造物１２１を上下方向に揺動（開口部
へ進退動）可能に構成されている。
【００４９】
　このように構成される可動演出装置８０，９０，１００，１１０，１２０を液晶駆動機
構７０による液晶表示装置６０の前後移動に連係して作動させることにより、液晶表示装
置６０の画面６３に対しての奥行き感や突出感が向上し、より立体感のあるインパクトの
強い演出が可能になる。また、液晶表示装置６０における画面表示や前後移動と、可動演
出装置８０，９０，１００，１１０，１２０における立体構造物の進退動作とを融合させ
て、両者の遊技演出における一体感を向上させることが可能となるため、遊技に対する興
趣性を向上させることができる。
【００５０】
　さて、以上のように構成されるパチンコ機ＰＭは、遊技施設内の遊技島と呼ばれる区域
に配置された状態で遊技者に利用されるが、パチンコ機ＰＭの一部を構成する液晶表示装
置６０を前述のように液晶駆動機構７０の作動により前後方向に移動可能に構成すると、
パチンコ機ＰＭを製造元の生産工場から遊技施設まで搬送する際や、パチンコ機ＰＭを遊
技施設の遊技島に設置する際に、パチンコ機ＰＭの姿勢の変動等により液晶表示装置６０
が自重等で前後に動いてしまうおそれがあり、液晶表示装置６０がガタツキによる衝撃等
を受けて故障を引き起こしやすいという問題がある。
【００５１】
　そこで、本実施形態におけるパチンコ機ＰＭのセンター飾り５０には、液晶駆動機構７
０により前後移動可能に構成された液晶表示装置６０を所定の初期位置（前端位置）で係
脱自在にロック保持する上下一対のロック機構１３０，１４０が備えられている。ここで
、ロック機構の側面図を示す図１４および図１５を追加参照して、ロック機構１３０，１
４０の構成について説明する。
【００５２】
　上側のロック機構１３０は、図１４に示すように、上部フレーム５１Ｕの左右略中央に
設けられ伸縮動自在なプランジャ１３２を有するソレノイド１３１と、プランジャ１３２
の外周に巻回されプランジャ１３２を伸長方向に常時付勢するコイルバネ１３３と、プラ
ンジャ１３２の先端部に設けられ上下方向に延びるロックピン１３４と、液晶表示装置６
０におけるケース部材６１の上端部にロックピン１３４を挿通可能な大きさに形成された
ロック孔６９ａとを備えて構成される。ロックピン１３４とロック孔６９ａとは、液晶表
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示装置６０が所定の初期位置にあるときに、上下方向に対向位置するように配置されてい
る。
【００５３】
　このロック機構１３０では、ソレノイド１３１が通電されていないとき（例えば、パチ
ンコ機ＰＭの電源がオフのとき）、図１４に示すように、コイルバネ１３４の付勢力によ
りプランジャ１３２が伸長動されることでロックピン１３４がケース部材６１のロック孔
６９ａに挿通された位置（以降の説明では、この位置をロック位置と称する）に保持され
る。一方、ソレノイド１３１が通電されると（例えば、パチンコ機ＰＭの電源がオンされ
ると）、図１５に示すように、プランジャ１３２がコイルバネ１３３の付勢力に抗して収
縮動することでロックピン１３４がケース部材６１のロック孔６９ａから引く抜かれた位
置（以降の説明では、この位置をロック解除位置と称する）に移動する。
【００５４】
　また、下側のロック機構１４０は同様に、下部フレーム５１Ｌの左右略中央に設けられ
伸縮動自在なプランジャ１４２を有するソレノイド１４１と、プランジャ１４２の外周に
巻回されプランジャ１４２を伸長方向に常時付勢するコイルバネ１４３と、プランジャ１
４２の先端部に設けられ上下方向に延びるロックピン１４４と、液晶表示装置６０におけ
るケース部材６１の下端部にロックピン１４４を挿通可能な大きさに形成されたロック孔
６９ｂとを備えて構成される。ロックピン１４４とロック孔６９ｂとは、液晶表示装置６
０が所定の初期位置にあるときに、上下方向に対向位置するように配置されている。
【００５５】
　このロック機構１４０では、ソレノイド１４１が通電されていないとき（例えば、パチ
ンコ機ＰＭの電源がオフのとき）、図１４に示すように、コイルバネ１４４の付勢力によ
りプランジャ１４２が伸長動されることでロックピン１４４がケース部材６１のロック孔
６９ｂに挿通された位置（以降の説明では、この位置をロック位置と称する）に保持され
る。一方、ソレノイド１４１が通電されると（例えば、パチンコ機ＰＭの電源がオンされ
ると）、図１５に示すように、プランジャ１４２がコイルバネ１４３の付勢力に抗して収
縮動することでロックピン１４４がケース部材６１のロック孔６９ｂから引く抜かれた位
置（以降の説明では、この位置をロック解除位置と称する）に移動する。
【００５６】
　かかる構成において、液晶表示装置６０が所定の初期位置（前端位置）にある状態にお
いて、ソレノイド１３１，１４１を非通電とすると、コイルバネ１３３，１３４の付勢力
を受けて上下のロックピン１３４，１４４がともにロック位置に移動することにより、液
晶表示装置６０がこの初期位置でロック保持される。また、この状態からソレノイド１３
１，１４１を通電すると、プランジャ１３２，１４２がコイルバネ１３３，１４３の付勢
力に抗して収縮動し、上下のロックピン１３４，１４４がロック解除位置に移動すること
により、液晶表示装置６０のロック保持が解除される。これにより、比較的簡単な構成で
前後移動可能な液晶表示装置６０を係脱自在にロック保持することが可能となる。
【００５７】
　また、前述の第３可動演出装置１００の立体構造物（電飾看板）１０１は、前後に延び
る接続部１０２を介してロックピン１３４に取り付けられており、ソレノイド１３１の伸
縮動に伴って上下方向に揺動可能に構成されている。同様に、第５可動演出装置１２０の
立体構造物１２１は、前後方向に延びる接続部１２２を介してロックピン１４４に取り付
けられており、ソレノイド１４１の伸縮動に伴って上下方向に揺動可能に構成されている
。すなわち、液晶表示装置６０をロック保持するための上下のロック機構１３０，１４０
は、第３可動演出装置１００における立体構造物（電飾看板）１０１、および第５可動演
出装置１２０における立体構造物１２１を上下方向に揺動させるための駆動機構として機
能する（遊技の演出にも供する）効果も有している。これにより、可動演出装置１００，
１２０における駆動機構をフレーム本体５１に別途設ける必要がなくなるため、パチンコ
機ＰＭにおける軽量化および省スペース化を図ることができる。
【００５８】
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　このように構成されるセンター飾り５０の作動は、主制御基板３７や、サブ制御基板３
８等から構成される演出制御装置１６０により制御されており、この演出制御装置１６０
の概要を示すブロック図を図１６に示す。演出制御装置１６０には、液晶表示装置６０、
液晶駆動機構７０、第１可動演出装置８０、第２可動演出装置９０、上側のロック機構１
３０（第３可動演出装置１００）、第４可動演出装置１１０、下側のロック機構１４０（
第５可動演出装置１２０）などが電気的に接続されており、各種検出信号および制御信号
の送受信が行われるようになっている。
【００５９】
　演出制御装置１６０は、遊技の展開状態に基づいて変動表示する装飾図柄や、予め設定
記憶された展開の映像等を液晶表示装置６０の画面６３に表示させる。またこのとき、演
出制御装置１６０は、いわゆるリーチ状態等の所定の契機において、液晶駆動機構７０や
可動演出装置８０，９０，１００，１１０，１２０の作動制御を行う。具体的には、演出
制御装置１６０は、液晶駆動機構７０の駆動モータ７１，７１や、可動演出装置８０，９
０，１１０の駆動モータ８５，９５，１１３，１１３などに作動信号を出力するとともに
、可動演出装置１００，１２０（ロック機構１３０，１４０）のソレノイド１３１，１４
１を通電状態／非通電状態に切り換えることにより、液晶表示装置６０の画面６３に表示
された演出画像に関連させて、液晶表示装置６０を前後移動させるように液晶駆動機構７
０の作動を制御したり、立体構造物を進退動作させるように可動演出装置８０，９０，１
００，１１０，１２０の作動を制御する。
【００６０】
　さらに、演出制御装置１６０は、パチンコ機ＰＭの電源投入によりロック機構１３０，
１４０におけるソレノイド１３１，１４１を通電状態にする制御を行う。すなわち、ソレ
ノイド１３１，１４１は、パチンコ機ＰＭの電源がオフされている間、および所定の演出
動作として可動演出装置１００，１２０を作動させ立体構造物を退避動作させる（プラン
ジャ１３２，１４２を収縮動させる）ときに限り非通電状態となる。これにより、パチン
コ機ＰＭの電源遮断時にはソレノイド１３１，１４１が非通電状態となりロック機構１３
０，１４０により液晶表示装置６０がロック保持される。一方、パチンコ機ＰＭの電源投
入時にはソレノイド１３１，１４１が通電状態となりロック機構１３０，１４０による液
晶表示装置６０のロック保持が解除される。
【００６１】
　なお、この演出制御装置１６０には液晶駆動機構７０におけるフォトセンサ１５５から
の検出信号が常時入力されており、液晶駆動機構７０による液晶表示装置６０の前後方向
への往復移動（１サイクル）は、液晶表示装置６０が前後移動の動作の起点となる所定の
初期位置（前端位置）に戻ったことをフォトセンサ１５５が検出することで完了するよう
になっている。このため、パチンコ機ＰＭの電源を遮断する状態のときには、通常、液晶
表示装置６０はこの初期位置（前端位置）に位置する状態にあり、ロック機構１３０，１
４０におけるロックピン１３４，１４４とロック孔６９ａ，６９ｂとが上下方向に対向位
置するようになっているので、電源遮断によりコイルバネ１３３，１４３に付勢されたロ
ックピン１３４，１４４がロック位置に移動してケース部材６１のロック孔６９ａ，６９
ｂと確実に係合するようになっている。
【００６２】
　以上ここまでは、本実施形態におけるパチンコ機ＰＭの構成について説明してきたが、
以下において、本発明の特徴的構成であるロック機構１３０，１４０（および可動演出装
置１００，１２０）の作動について、パチンコ機ＰＭの出荷から遊技施設への設置までを
例に挙げて説明する。
【００６３】
　まず、遊技機の生産工場においてパチンコ機ＰＭが組み立てられると、その出荷前にパ
チンコ機ＰＭの出荷検査が行われる。出荷検査ではパチンコ機ＰＭに実際に電源が投入さ
れ実機テスト等が実行される。実機テストにおいてはセンター飾り５０の遊技演出として
、液晶表示装置６０の画面テストや、可動演出装置８０，９０，１００，１１０，１２０
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および液晶駆動機構７０に実機としての動作を行わせ、その動作が正しいか否かが検査さ
れる。
【００６４】
　実機テスト等に合格して出荷検査が完了すると、それまで投入されていたパチンコ機Ｐ
Ｍの電源が遮断され、この良品のパチンコ機ＰＭは梱包された後、遊技施設に出荷される
。このとき、出荷に伴ってパチンコ機ＰＭの電源が遮断されると、演出制御装置１６０に
よりロック機構１３０，１４０のソレノイド１３１，１４１が非通電状態となり、ロック
ピン１３４，１４４がコイルバネ１３３，１４３の付勢力によりロック位置に移動して、
液晶表示装置６０におけるケース部材６１のロック孔６９ａ，６９ｂと係合した状態で保
持される。これにより、パチンコ機ＰＭの電源遮断に伴って液晶表示装置６０を初期位置
（前端位置）でロック保持することができるため、パチンコ機ＰＭが出荷されその搬送中
にパチンコ機ＰＭの姿勢が大きく変動するような場合があっても、液晶表示装置６０のガ
タツキが未然に防止されるので、液晶表示装置６０を損傷させることなくパチンコ機ＰＭ
を安全に搬送することが可能になる。
【００６５】
　そして、パチンコ機ＰＭが遊技施設まで搬送されその遊技島に設置されると、パチンコ
機ＰＭに電源が投入される。パチンコ機ＰＭに電源が投入されると、演出制御装置１６０
によりロック機構１３０，１４０のソレノイド１３１，１４１が通電状態となり、プラン
ジャ１３２，１４２がコイルスプリング１３３，１４３の付勢力に抗して収縮動すること
で、ロックピン１３４，１４４がロック解除位置に移動する。これにより、パチンコ機Ｐ
Ｍの電源投入に伴って液晶表示装置６０のロック保持を解除することができるため、液晶
表示装置６０を液晶駆動機構７０の作動により前後移動可能な状態にすることができる。
【００６６】
　そして、遊技島に設置されたパチンコ機ＰＭは遊技者によるパチンコゲームに供される
。このようなパチンコ機ＰＭにおいて、打球発射装置（図示しない）により打ち出された
遊技球は、遊技盤１０における遊技領域ＰＡの左方に形成された発射通路を通過して遊技
領域ＰＡ内（遊技領域ＰＡの上部）に導かれ、遊技球が遊技領域ＰＡを転がり落ちること
によりパチンコゲームが展開される。
【００６７】
　遊技領域ＰＡを転がり落ちる遊技球が始動入賞具１６に入賞（入球）する等して所定の
抽選の結果、液晶表示装置６０の画面において、例えば、スロットマシンの図柄表示を模
した３列の装飾図柄にうち２列の図柄が揃った、いわゆるリーチ状態に発展したような場
合には、この液晶表示装置６０の画面６３に表示される演出画像に関連させて、演出制御
装置１６０により、液晶駆動機構７０を作動させ液晶表示装置６０を前後移動させたり、
可動演出装置８０，９０，１００，１１０，１２０を適時作動させる制御が行われる。こ
のとき、可動演出装置１００，１２０では、演出制御装置１６０によりソレノイド１３１
，１４１が通電状態／非通電状態に切り換えられてプランジャ１３２，１４２が伸縮動す
ることで、立体構造物１０１，１２１が上下方向に揺動される（開口部５６に対して進退
動される）。このように、液晶表示装置６０の画面表示や前後移動と、立体構造物１０１
，１２１の進退動作とを融合させて、遊技演出における立体感や両者の一体感を向上させ
ることで、遊技者の遊技意欲を喚起するような遊技演出を実現することができる。
【００６８】
　以上のように構成されるパチンコ機ＰＭにおいては、前後移動可能に構成される液晶表
示装置６０を、ソレノイド１３１，１４１の非通電状態では初期位置でロック保持し、通
電状態ではかかるロック保持を解除することで、比較的簡単な構成により液晶表示装置６
０を係脱自在にロック保持して、液晶表示装置６０のガタツキを防止することができる。
したがって、パチンコ機ＰＭが生産工場から遊技施設にまで搬送されて遊技島に設置され
るまでのパチンコ機ＰＭの電源が遮断されている間は、ソレノイド１３１，１４１が非通
電状態にあり、ロック機構１３０，１４０により液晶表示装置６０がロック保持されるた
め、搬送などの際にパチンコ機ＰＭの姿勢が大きく変動するようなことがあっても、液晶
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表示装置６０が自重等で大きく動いてしまうことがなく、液晶表示装置６０がガタツキに
よる衝撃を受けて損傷を受けるような事態が防止される。一方、パチンコ機ＰＭが遊技島
に設置され電源が投入されることで遊技者によるパチンコゲームに供されているときには
、ソレノイド１３１，１４１が通電状態にあり、ロック機構１３０，１４０による液晶表
示装置６０のロック保持が解除されるため、液晶表示装置６０を液晶駆動機構７０の作動
により前後移動可能な状態にすることができ、所望の遊技演出を行うことが可能になる。
【００６９】
　また、ソレノイド１３１，１４１を通電状態／非通電状態に切り換えることにより、プ
ランジャ１３２，１４２を伸縮動させて、ロックピン１３４，１４４をロック位置とロッ
ク解除位置との間を移動させることで、これに接続された遊技演出用の立体構造物１０１
，１２１を上下に揺動（開口部５６に進退動）させることが可能となる。これにより、液
晶表示装置６０をロック保持するための上下のロック機構１３０，１４０が、可動動演出
装置１００，１２０における立体構造物１０１，１２１を上下方向に揺動させるための駆
動機構として機能する（遊技演出にも供する）効果も有することで、可動演出装置１００
，１２０における駆動機構をフレーム本体５１に別途設ける必要がなくなり、パチンコ機
ＰＭにおける軽量化および省スペース化を図ることができる。
【００７０】
　なお、上述の実施形態において、液晶表示装置６０がロック機構１３０，１４０によっ
て上下の各中央部２箇所でロック保持される構成を例示したが、これに限定されるもので
はなく、ロック保持の位置は上下の両端部や左右の各中央部などであってもよく、また、
ロック機構をさらに複数設けて構成してもよい。また、ロック機構１３０，１４０の駆動
源であるアクチュエータ（ソレノイド）を、例えば、自己保持型のソレノイド（ラッチン
グ式ソレノイド等）により構成してもよい。さらに、ロック機構にアクチュエータの駆動
力をロックピンに伝達するリンク機構などを更に備えて構成してもよい。
【００７１】
　また、上述の実施形態において、遊技球を用いたパチンコ機ＰＭで構成した例について
説明したが、これに限定されるものではなく、前後移動可能に構成される画像表示装置を
備えていれば、遊技メダル等の遊技媒体を用いた遊技機においても、本発明を適用するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】本発明を適用した遊技機の代表例として示すパチンコ機の正面図である。
【図２】上記パチンコ機の背面図である。
【図３】上記パチンコ機に装着される遊技盤の正面図である。
【図４】遊技盤の分解斜視図である。
【図５】センター飾りの斜視図である。
【図６】センター飾りの背面図である。
【図７】液晶表示装置の斜視図である。
【図８】液晶表示装置を装着前のセンター飾りの斜視図である。
【図９】センター飾りにおける上部フレーム側の斜視図である。
【図１０】図９中における矢視Ｄから見た底面図である。
【図１１】第１可動演出装置の正面図である。
【図１２】第２可動演出装置の正面図である。
【図１３】第４および第５可動演出装置の正面図である。
【図１４】ロック機構の側面図であり、ロックピンがロック位置に移動した状態を示す。
【図１５】ロック機構の側面図であり、ロックピンがロック解除位置に移動した状態を示
す。
【図１６】演出制御装置の概要を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００７３】
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　　ＰＭ　パチンコ機（遊技機）
　　５０　センター飾り（ベース部材）
　　５６　開口部
　　６０　液晶表示装置（画像表示装置）
　　６３　画面
　　７０　液晶駆動機構（移動装置）
　１０１　立体構造物（可動部材）
　１２１　立体構造物（可動部材）
　１３０　ロック機構
　１３１　ソレノイド（アクチュエータ）
　１３４　ロックピン（ロック部材）
　１４０　ロック機構
　１４１　ソレノイド（アクチュエータ）
　１４４　ロックピン（ロック部材）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】
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